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安全・安心な飲料水の保全条例
平成28年12月14日制定平成28年12月14日制定

事業の実施を抑制すべき地域

　元旦の風物詩、下手綱丹生神社の「棒ささら」
と高浜海岸の「元旦神輿渡御」が行われました。
　丹生神社の棒ささらは、市の無形民俗文化財
に指定される郷土伝統芸能。棒の先に獅子頭を
つけたものを親子３匹の獅子に見立て、屋台の中
でお囃子（笛や太鼓）に合わせて勢いよく舞い踊
ります。
　元来、五穀豊穣を願って春に行われていたささ
ら舞いですが、春に加えて、地域の初詣客が神社
に集まる元旦にも行うようになりました。

▼初日の出に合わせ、勇
敢な姿で海岸を練り歩
きました。

◀江戸時代から引き継が
れる棒ささら。年越し
に合わせ、舞いが披露
されました。

　消防出初式が、消防署員や消防団員など約600人
が参加し、さくら宇宙公園で行われました。
　永年勤続消防団員や優良分団の表彰伝達に続き、
消防ポンプ操法実演では、代表の第１分団(春日町)
と第８分団(石滝)が日頃の成果を披露。松ヶ丘認定こ
ども園の力強い和太鼓演奏が、式に華を添えました。

5
1 新年の発展を誓う

平成２９年賀詞交歓会

1
1 一年の無病息災願い

元旦の棒ささらと神輿渡御

　賀詞交歓会が、市内各界から約250人の出席によ
り総合福祉センターで盛大に開催されました。
　小田木市長は、「就任以来、震災からの復旧復興や高
萩創生のため邁進してきた。復興シンボルの新庁舎も完
成する今年は、集大成の１年と考え全力で取り組みたい」
と挨拶。「高萩真心一魂」の鏡開きで新年を祝いました。
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1 松岡幼稚園児が

そばづくりを体験

　園児に蕎麦づくりを体験してもらおうと、北方蕎麦
の会の協力により蕎麦打ち教室が行われました。
　この日材料として使った蕎麦粉は、幼稚園の裏庭
にある畑を利用して、園児たちが種蒔きから収穫まで
行ったものです。蕎麦打ち体験をした後は、出来立て
蕎麦を笑顔で美味しく頂きました。

　「交通安全を持ち(餅)帰ろう。」そんな意味を込め、
歳末恒例の餅つきが、交通安全協会や交通安全母の
会、高萩警察署などの参加により行われました。
　交通少年団の児童たちにより、信号に見立てた３色
の餅をつき交通安全祈願を行った後、ショッピング
モールで広く交通安全を呼び掛けました。
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交通安全を願い餅つき

7
1 防火の決意新たに

平成29年消防出初式

第９回
手作りひな人形まつり

　開催テーマは“春のなごみ”。個性豊かに表現
した布、和紙、陶芸などのひな人形に囲まれた喜
びと癒しの空間を創ります。

■期　間　２月１８日（土）から３月３日（金）
　　　　　午前10時から午後4時まで
■会　場　高萩市民センター、市街地商店街
■問合せ　ＮＰＯ里山文化ネットワーク（☎２２－３６５０）
※まつり期間中は、市民センターを中心に穂積家住宅、市街地等にひな人形を展示すると
ともに、文化会館・歴史民俗資料館でもひな祭りイベントが開催されます。（P.11参照）

モデル地区が２地区決定しました！

の取り組みが始まりました！「新しい地域コミュニティ」

「高萩市地域コミュニティ活動活性化委員会」は、秋山下
地区と大能地区をモデル地区として選定しました。
今後は、活性化委員がモデル地区に赴き、地区の関係団体

代表者の皆さんや、住民の皆さんと地区で抱える課題等に
ついて、一緒に解決方法を検討していくこととなります。

モデル地区「秋山下地区」、「大能地区」
で活動する集落支援員を紹介します！

市は、安全で良質な飲料水を安定的に確保し、市民が
安心して飲めるようにするため、「高萩市安全・安心な飲
料水の保全条例」を制定しました。（平成28年12月15日施行）
この条例施行により、市は、事業者に対し水源への影

響並びにその防止策について関係住民等及び市に説明
を求め、また市が水質や水量等に影響を及ぼさないとし
て同意した事業について、事業の着手・工事完了などの
各段階において施工状況等を確認することになります。

事業の実施を抑制すべき地域で事業を予定している
事業者の方は、事前にご相談ください。

（１）花貫川取水口の上流地域
（２）大北川取水口の上流地域

対象となる事業
（１）建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）に規定する建築物

及び工作物を設置する事業
（２）建築基準法が適用されない工作物を設置する事業
（３）砂利採取業、岩石採取業及び土砂採取業
（４）産業廃棄物処理施設又は産業廃棄物保管施設
（５）水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３８号）に定める特定

施設
※上記の（１）から（３）までは、事業区域の面積が５万ｍ２以上の場
合に適用となります。

全国的に、核家族化や非定住化の進行により人と人とのつ
ながりが希薄化し、「助け合い・支え合い」の組織として機能
していた地域コミュニティの衰退が問題視されています。
この地域コミュニティが希薄化してきた現在において、本市

では、地域組織（常会・自治会・町内会など）、目的別組織、企
業、行政などがしっかりと手を取り合い、考え、行動する「市民協
働のまちづくり」を推進するための組織として「高萩市地域コ
ミュニティ活動活性化委員会」を設置しました。また、その具体
的な検証を行うため「モデル地区」を選定することとしました。
今後は、モデル地区の実情や課題の把握に努めると共に、市

全体としてのコミュニティ活性化戦略の策定を進めていきます。

問合せ　総務課　☎ ２３-２１１９

問合せ　環境衛生課　☎ ２３-７０３１

　ＮＰＯ里山文
化ネットワーク
の皆さんを講
師に招き、14組
2 7人の親子
が、ふくろうひ
な作りを楽しみ
ました。酉年に
ちなんで題材と

したふくろうは、知恵・知識・学問・芸術のシンボル
と言われているそうです。
　完成した色とりどりの作品は、２月４日から３月３日
まで駅前のやすんでっ亭に飾られます。
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1 いきいき萩っ子育成事業

ふくろうひな作り

ひな人形つくり教室

日　時　2/２０（月）、２１（火）、２７（月）、２８（火）
　　　　いずれも午前10時から12時
場　所　高萩市民センター２階
募　集　先着25名（当日会場で受付）
参加料　１セット600円（古布、糸代など）

地域の課題や実情を
把握し、市民と行政の協
働のもと、維持・活性化
を図るため下山田幸さん
と大部　喜さんを集落支
援員として委嘱しました。
今後、市とモデル地区

とのパイプ役として活動
していただきます。

下山田　幸さん
（秋山下地区）

高萩市地域コミュニティ活動活性化委員会委員の皆さん
委員長：川上　徹（前列右から3人目）

大部　　喜さん
（大能地区）
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